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第
四
二
九
回 

青
葉
会 

 

令
和
四
年
一
月
二
十
七
日
（
木
）
（
於
：
世
田
谷
区
施
設 

三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど
） 

 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

朱
牟
田
恵
洲 

 

 
星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 

伊
賀
山
そ
ら
お 

柿
﨑
忠
彦 

小
早
健
介 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

 
長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

 

山
崎
亜
也 
渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 
 

重
枝
孝
岳 
庄
司
龍
平 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

九
点 

 
 

母
と
来
て
石
段
下
の
初
詣 

 
 
 
 

堂
哉 

（
そ
・
紀
・
千
・
龍
・
隆
・
び
・
正
・
け
・
亜
） 

◎
白
鳥
の
ご
と
く
白
寿
の
母
逝
け
り 

 
 

 
 

昇 
 

（ 

〇
そ
・
紀
・
孤
・
五
・
堂
・
び
・
允
・
〇
規
・
〇
け
） 

◎
点
滴
の
一
粒
づ
つ
の
年
の
暮 

 
 
 

天
牛 
（
忠
・
紀
・
孤
・
敏
・
堂
・
隆
・
び
・
允
・
亜
） 

 
 
 
 
 
 

 

八
点 

 

◎
雪
残
る
枝
に
鵯
来
て
黙
し
を
り 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

  

（
紀
・
孤
・
孝
・
堂
・
ゆ
・
雅
・
規
・
盛
） 

 
 

七
点 

 
 
 
 
 

幕
下
序
二
段
か
ら
宇
良
・
阿
炎
・
・
・ 

 
 
 
 
 

這
い
上
が
る
力
士
の
矜
持
返
り
花 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
〇
紀
・
ゆ
・
雅
・
昇
・
啓
・
亜
・
け
） 

 
 
 
 
 
 

 

六
点 

 
 

畦
道
に
群
れ
る
鴉
や
雪
催 

 
 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 

（
紀
・
五
・
孝
・
規
・
亜
・
三
） 

◎
数
へ
で
も
満
で
も
う
れ
し
喜
寿
の
春 

 
 
 

五
郎
太 

  
 

（
紀
・
孤
・
た
・
敏
・
堂
・
け
） 

男
同
志
寄
る
汁
粉
屋
や
日
脚
伸
ぶ 

 
 
 
 
 

恵
洲 
 
 

（
紀
・
正
・
昇
・
〇
天
・
け
・
三
） 

「
空
震
」
の
起
こ
せ
し
津
波
と
聞
き
て 

八
十
路
な
ほ
学
ぶ
語
彙
あ
り
寒
募
る 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
健
・
龍
・
ゆ
・
雅
・
啓
） 

◎
問
題
は
数
々
あ
れ
ど
海
鼠
切
る 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
  

（
紀
・
〇
忠
・
孤
・
恵
・
〇
亜
・
天
） 

◎
補
陀
落
の
海
彼
方
よ
り
初
日
の
出 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
  

（
紀
・
孤
・
〇
健
・
允
・
〇
三
・
盛
） 

 

 

五
点 

 
 

小
三
治
も
播
磨
屋
も
を
ら
ぬ
初
御
空 

  
 
 

紀
久
男 

 
  

（
忠
・
恵
・
敏
・
正
・
三
） 

独
り
酒
初
雪
静
か
に
眺
め
け
り 

 
 
 
  

 
 

忠
彦 

 
  

（
紀
・
健
・
た
・
雅
・
規
） 

賀
状
来
ぬ
友
か
ら
メ
ー
ル
生
き
て
お
り 

 
 
 
 

仝 
 
  

（
紀
・
た
・
龍
・
敏
・
隆
） 

崖
あ
ら
ば
崖
に
佇
ち
た
し
蒼
鷹
（
も
ろ
が
へ
り
） 

孤
舟 

   

（
五
・
健
・
孝
・
恵
・
啓
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
獅
童
の
息
子
陽
普
君
初
お
目
見
え
を
祝
い 

 
 
 
 
 

初
芝
居
豆
（
ま
め
）
萬
屋
の
飛
び
六
方  

た
だ
し
げ 

   
 

（
紀
・
恵
・
敏
・
け
・
天
） 

大
寒
や
靴
音
響
く
絵
画
展 

 
 
 
 
    

 

啓
子 

 
 
 

（
紀
・
忠
・
千
・
ゆ
・
正
） 

 

遺
影
の
妻
ふ
つ
く
ら
笑
顔
ナ
ズ
ナ
咲
く 

 
  

規
雄 

 
  

（
紀
・
敏
・
昇
・
允
・
三
） 

 

四
点 

 
 

妻
御
機
嫌
倅
一
家
と
年
酒
酌
む 

 
    

 

紀
久
男 

 
 
 

（
〇
龍
・
敏
・
〇
允
・
盛
） 

灯
の
点
り
筬
（
お
さ
）
音
漏
る
る
雁
木
道 

 
 

孤
舟 

 
 

  

（
紀
・
忠
・
〇
堂
・
啓
） 

熊
の
子
の
棒
一
本
で
担
が
る
る 

 
 
 
 
 
   

仝 
  

 

（
紀
・
び
・
昇
・
三
） 
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割
烹
着
脱
ぎ
つ
つ
歌
留
多
に
母
も
来
し 

 
 
 

恵
洲 

 
 

（
紀
・
堂
・
啓
・
〇
盛
） 

乳
母
車
に
犬
乗
す
る
老
女
霜
日
和 

 
    

 
  

仝 
 
 

（
雅
・
允
・
正
・
盛
） 

棟
梁
の
叱
咤
の
声
や
年
つ
ま
る 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
そ
・
び
・
昇
） 

侘
助
と
日
当
た
り
を
待
つ
庭
の
隅 

 
 
    

雅
夫 

 
 

（
そ
・
紀
・
〇
孝
・
ゆ
） 

退
役
の
移
民
船
に
も
今
日
の
雪 

 
 
 

  
 

 

び
ん 

 
   

（
紀
・
恵
・
啓
・
け
） 

◎
新
年
の
風
に
向
か
ひ
て
或
る
決
意 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
孤
・
千
・
敏
） 

 
 

三
点 

 
  

御
慶
交
ふ
歌
舞
伎
座
ロ
ビ
ー
華
や
げ
り    

紀
久
男 

 
 

（
千
・
正
・
昇
） 

 
 
 
 
 

セ
ー
タ
ー
脱
ぐ
百
万
ボ
ル
ト
の
静
電
気 

 
  

 

孤
舟 

 
 

（
忠
・
千
・
啓
） 

◎
元
朝
や
番
飛
び
来
て
し
ば
し
鳴
く 

 
 
   

五
郎
太 

     (

紀
・
孤
・
規) 

初
夢
の
何
と
さ
さ
や
か
分
相
応 

 
 
   

 
 

健
介 

 
  

（
紀
・
龍
・
盛
） 

◎
常
盤
木
も
白
い
花
咲
く
雪
の
宵 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

    

（
孤
・
ゆ
・
雅
） 

晩
年
も
余
生
も
わ
が
こ
と
お
で
ん
煮
ゆ 

 
 
 

恵
洲 

 
  

（
紀
・
ゆ
・
亜
） 

降
る
雪
や
庭
に
積
を
飽
か
ず
見
る 

 
    

ゆ
た
か 

  
 

（
紀
・
五
・
孝
） 

誰
の
も
の
な
ら
ぬ
初
日
の
海
に
あ
り 

 
    

  

び
ん 

  
   

（
そ
・
五
・
千
） 

新
春
大
歌
舞
伎
「
一
條
大
蔵
譚
・
奥
殿
」 

 

春
に
酔
ふ
平
氏
非
道
と
獅
童
吼
ゆ 

 
 
 
  

 
仝 

  
 

（
紀
・
孤
・
亜
） 

大
寒
や
小
劇
場
は
門
を
閉
じ 

 
 
 
       

正
明 

 
 

（
紀
・
敏
・
隆
） 

元
旦
や
花
芽
ゆ
る
り
と
膨
ら
め
る 

 
  

    

啓
子 

   
（
恵
・
孝
・
隆
） 

亡
妻
の
愛
称
敦
ち
ゃ
ん
茶
花
咲
く 

 
 
    

規
雄 

 
 

（
紀
・
び
・
け
） 

 
 
 

 

二
点 

 

◎
初
荷
来
る
天
下
の
美
禄
勢
揃
ひ 

 
 
    

 

紀
久
男 

 
 

（
孤
・
盛
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
会
津
・
新
潟
・
伊
丹
・
広
島
） 

た
だ
の
風
邪
防
護
服
着
た
医
師
が
診
る 

  
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
天
・ 

長
生
き
の
秘
訣
に
触
れ
し
年
始
か
な 

 
  

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
敏
） 

 
 
 
 
 

小
粒
に
て
果
汁
た
っ
ぷ
り
庭
の
柚
子 

 
   

  

千
恵            

（
紀
・
た
） 

キ
シ
キ
シ
と
初
雪
踏
み
て
家
路
か
な 

 
 
 
 

仝 
 
 

 

（
紀
・
天
） 

手
拍
子
で
締
む
新
春
の
コ
ン
サ
ー
ト 

   
 
 

仝 
 
 
 

（
そ
・
紀
） 

ひ
と
破
り
俳
句
日
め
く
り
朝
寒
し 

 
 
 
  

 

仝 
 
 
 

（
紀
・
た
） 

冬
河
原
上
昇
気
流
に
と
ん
び
二
羽 

 
 
 
 

健
介 

   
 

（
紀
・
雅
） 

 
 
 
 
 

翔
平
の
ポ
ス
タ
ー
壁
に
年
明
く
る 
 
 
 
  

び
ん 

   
 

（
〇
昇
・
天
） 

罹
患
せ
る
修
羅
場
踏
み
分
け
去
年
今
年 

 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
・
健
） 

ひ
た
む
き
な
駅
伝
み
つ
つ
寝
正
月 

 
 
 

け
い
子 

 
 
 

（
紀
・
た
） 

氏
神
に
参
り
い
つ
も
の
破
魔
矢
か
な 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
・
龍
） 

 
 

 
 
 
 
 

初
場
所
や
大
関
昇
進
皆
笑
顔 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

  

（
紀
・
敏
） 

親
子
孫
が
や
が
や
が
や
と
新
年
会 

 
 
 
 

天
牛 

 
   

（
紀
・
規
） 

 

一
点 

 
 

地
吹
雪
や
渋
滞
の
列
先
見
え
ず 

 
 
 
 

そ
ら
お 

 
   

（
紀
） 

 
 
 
 
 

太
公
望
鯨
釣
っ
た
と
大
法
螺
を 

 
 
 

   

孤
舟 

 
 

   

（
五
） 

三
人
で
牛
肉
つ
つ
く
二
日
か
な 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
） 

千
両
を
買
ひ
し
店
閉
ぢ
右
往
左
往 

 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
） 

餅
花
を
俵
に
か
ざ
り
祝
う
暮 

 
 
   

た
だ
し
げ 

 
   

（
隆
） 
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中
村
屋
の
大
蔵
卿 

本
心
を
明
か
し
て
凛
々
し
初
芝
居 

 
 
 
 
 

仝 
    

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 

幼
児
の
踊
り
愛
ら
し
初
歌
舞
伎 

 
 
 

   

ゆ
た
か 

 
  

（
紀
） 

比
叡
仰
ぎ
寒
さ
に
抗
す
吾
覚
ゆ 

 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
） 

 
ク
レ
ラ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
美
術
館
展 

‶

ゴ
ッ
ホ
〟 

糸
杉
に
月
と
金
星
冬
銀
河 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
  

(

健) 

乗
り
初
め
は
ち
ょ
っ
と
乗
り
鉄
秩
父
ま
で 

 

亜
也 

 
 

（
紀
） 

初
硯
さ
れ
ど
葉
書
の
返
事
の
み 

 
 
 
 
 

   

仝 
 
 

（
紀
） 

風
花
や
出
会
い
愉
し
き
無
重
力 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
） 

「
ボ
チ
ボ
チ
で
ん
な
」
の
声
聞
く
初
え
び
す 

 

仝 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

※ 

※ 

※ 
※ 
※ 

【
句 

評
】 

九
点
句 

 

母
と
来
て
石
段
下
の
初
詣 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
足
腰
の
弱
く
な
っ
て
き
た
母
上
が
石
段
を
登
れ
ず
そ
の
下
で
お
詣
り
す
る
と
い 

う
ち
ょ
っ
と
寂
し
さ
が
感
じ
ら
れ
共
感
し
ま
し
た
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
出
掛
け
ら
れ
る
だ
け
で
幸
せ
で
は
！ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
見
上
げ
る
神
社
の
階
段
の
長
さ
、
参
詣
客
の
長
蛇
の
列
に
諦
め
た
の
か
も
。
参 

 
 
 
 
 
 
 

詣
に
来
ら
れ
た
誠
実
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
神
社
の
階
段
の
下
で
見
上
げ
て
、
諦
め
て
帰
る
。
よ
く
あ
る
光
景
で
す
。
歳
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
る
と
は
、
辛
い
こ
と
で
す
ね
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
「
足
弱
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

白
鳥
の
ご
と
く
白
寿
の
母
逝
け
り 

 
 

 
 

昇 
 
 

そ
ら
お
さ
ん
・
「
白
鳥
の
ご
と
く
」
が
天
寿
を
全
う
し
た
母
上
に
対
す
る
愛
情
に
満
ち
た
表
現
。 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
高
齢
ま
で
踊
り
続
け
た
マ
イ
ヤ
・
プ
リ
セ
ツ
カ
ヤ
を
想
う
。 

 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
こ
ん
な
に
詠
ま
れ
て
お
母
さ
ん
は
幸
せ
で
す
ね
！ 

び
ん
さ
ん
・
・
・
き
れ
い
過
ぎ
る
ほ
ど
き
れ
い
な
句
。
そ
れ
で
よ
い
。
白
鳥
の
死
ぬ
る
と
き
、
そ 

 
 
 
 
 
 
 

の
声
や
よ
し
。 

 

 
 
 
 
 
 

規
雄
さ
ん
・
・
・
白
鳥
、
白
寿
、
母 

の
言
葉
の
連
な
り
。
作
者
の
母
へ
の
気
持
ち
が
し
っ
と
り 

と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

け
い
子
さ
ん
・
・
お
母
様
へ
の
愛
と
感
謝
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
白
鳥
の
様
に
そ
の
ま
ま
天
ま
で
飛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
立
た
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

点
滴
の
一
粒
づ
つ
の
年
の
暮 

 
 
 

天
牛 

 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
点
滴
に
繋
が
れ
て
の
年
越
し
。
来
年
こ
そ
は
退
院
を
願
う
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
切
な
い
で
す
ね
。
無
事
に
春
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
！ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
年
の
暮
は
時
の
刻
み
を
意
識
す
る
時
期
。
点
滴
の
落
ち
る
様
で
年
の
暮
が
利
い 

 
 
 
 
 
 
 

て
い
る
。 

び
ん
さ
ん
・
・
・
点
滴
は
点
滴
の
時
を
刻
む
。
年
は
逝
く
。
数
え
日
の
ひ
と
と
き
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
時
の
流
れ
へ
の
凝
視
と
感
慨
。 
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八
点
句 

 

雪
残
る
枝
に
鵯
来
て
黙
し
を
り 

 
 
 
 

啓
子 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
冬
、
特
に
雪
の
中
で
は
鵯
も
餌
を
探
す
に
一
苦
労
。
枝
に
と
ま
っ
て
思
案
に
暮 

 
 
 
 
 
 
 

れ
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
一
幅
の
墨
絵
で
す
ね
。
冬
の
静
け
さ
が
良
く
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
庭
の
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

紀
久
男
・
・
・
・
い
つ
も
う
る
さ
い
鵯
が
雪
の
枝
に
静
か
に
し
て
い
る
の
を
詠
ん
だ
。
墨
絵
の
よ 

 
 
 
 
 
 
 

う
で
す
。 

 
 

七
点
句 

 
 
 

幕
下
序
二
段
か
ら
宇
良
・
阿
炎
・
・
・ 

 
 
 
 
 

這
い
上
が
る
力
士
の
矜
持
返
り
花 

 
 
 

盛
雄 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
土
俵
自
体
に
這
い
上
が
る
イ
メ
ー
ジ
も
重
な
っ
て
秀
逸
。 

 
 

 
 

 
 

紀
久
男
・
・
・
・
怪
我
で
休
場
し
幕
下
か
ら
復
帰
し
た
宇
良
は
関
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
出
身
で
多
彩

で
し
ぶ
と
い
決
ま
り
手
で
瞠
目
し
ま
す
。
阿
炎
の
突
っ
張
り
押
し
相
撲
も
見
応

た
え
あ
り
。
下
五
の
季
語
の
斡
旋
も
ぴ
っ
た
り
。 

 

 

六
点
句 

 

畦
道
に
群
れ
る
鴉
や
雪
催 

 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
雪
催
」
が
ピ
ッ
タ
リ
決
ま
っ
て
、
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

数
へ
で
も
満
で
も
う
れ
し
喜
寿
の
春 

 

五
郎
太 

  
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
還
暦
、
古
稀
、
喜
寿
・
・
・
大
還
暦
（
百
二
十
）
ま
で
あ
る
ら
し
い
が
、
と
も 

か
く
も
お
め
で
た
い
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
人
生
百
年
の
時
代
と
は
言
え
、
よ
う
や
く
七
十
七
歳
へ
、
そ
の
嬉
し
さ
が
よ 

く
分
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
先
日
、
私
も
友
人
た
ち
と
八
十
に
な
っ
た
、
な
ら 

ぬ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た 

男
同
志
寄
る
汁
粉
屋
や
日
脚
伸
ぶ 

 
 
 

恵
洲 

 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
芝
居
の
帰
り
で
す
か
ね
。
ま
だ
日
が
高
い
の
で
大
の
大
人
も
酒
に
は
ま
だ
間
が 

あ
り
ま
す
。
汁
粉
屋
が
い
い
で
す
ね
。 

「
空
震
」
の
起
こ
せ
し
津
波
と
聞
き
て 

八
十
路
な
ほ
学
ぶ
語
彙
あ
り
寒
募
る 

 
 

恵
洲 

 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
同
感
で
す
。 

問
題
は
数
々
あ
れ
ど
海
鼠
切
る 
 
 
 
 

正
明 

 
   

 
 

 
 

 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
海
鼠
は
つ
か
み
ど
こ
ろ
な
い
厄
介
な
も
の
。
切
る
し
か
な
い
と
こ
ろ
が
面
白
い
。 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
あ
の
奇
妙
な
体
形
の
海
鼠
の
悩
み
を
思
え
ば
、
身
近
な
問
題
な
ど
小
さ
い
、
小 

さ
い
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
海
鼠
の
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
さ
、
正
体
の
わ
か
り
に
く
さ
な
ど
、
確
か
に
問
題
含 

み
の
生
き
物
で
す
ね
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
海
鼠
を
切
る
時
の
独
特
の
抵
抗
感
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
鋭
敏
な
感
覚
と
、
そ 

れ
へ
の
着
眼
の
功
。 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
海
鼠
が
き
い
て
い
ま
す
ね
。
う
ま
く
も
っ
て
来
ま
し
た
ね
。 

補
陀
落
の
海
彼
方
よ
り
初
日
の
出 

 
 
   

昇 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
「
補
陀
落
渡
海
船
」
が
目
指
し
た
の
は
、
南
方
海
上
の
極
楽
浄
土
。  

健
介
さ
ん
・
・
・
な
る
ほ
ど
、
初
日
は
彼
方
補
陀
落
の
海
か
ら
昇
る
の
で
す
ね
。 
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紀
久
男
・
・
・
・
和
歌
山
の
寺
で
ミ
イ
ラ
に
な
っ
た
僧
の
ご
遺
体
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

五
点
句 

 

小
三
治
も
播
磨
屋
も
を
ら
ぬ
初
御
空 

  
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
選
者
も
、
偶
然
、
こ
れ
に
寂
聴
を
加
え
て
（
小
三
治
寂
聴
吉
右
衛
門
亡
き
年
明 

く
る
、
の
一
句
を
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
「
同
感
！
」 

独
り
酒
初
雪
静
か
に
眺
め
け
り 

 
 
 
  

 
 

忠
彦 

 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
初
雪
を
見
な
が
ら
の
一
人
酒
、
こ
の
風
流
が
う
ら
や
ま
し
。 

賀
状
来
ぬ
友
か
ら
メ
ー
ル
生
き
て
お
り 

 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
年
賀
状
の
届
か
ぬ
友
へ
の
気
持
ち
が
よ
く
分
る
。 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
私
へ
の
今
年 

賀
状
来
ぬ
は7

通
。1

月29

日
現
在 

年
末
に
義
兄
死
の
方
と 

養
老
院
入
り
の
方
の
お
二
人
通
知
あ
り
、
残
る5

人
は
未
達
。
内3

人
は35

年 

入
り
社
友
と
い
う
嗚
呼
・
・
イ
ヤ
な
ん
で
す
よ
ね 

こ
れ
が
。
毎
年
元
旦
に
は 

キ
チ
ン
と
賀
状
が
届
く
大
先
輩
か
ら
来
な
い
の
で
取
り
敢
え
ず1

月
末
ま
で
待 

ち
友
人5

人
に
も
来
て
な
い
事
確
認
し 

奥
さ
ま
宛
手
紙
書
い
た
ら
、
案
の
上 

入
院
中
で
も
は
や
意
識
も
戻
ら
ず
六
人
で
お
祈
り
を
続
け
た
が
三
月
に
逝
去
さ 

れ
た
と
嘆
き
の
手
紙
を
呉
れ
た
友
が
去
年
い
た
。
こ
ん
な
丁
寧
な
人
も
居
る 

が
・
・ 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
賀
状
終
止
の
メ
モ
が
見
ら
れ
る
昨
今
、
今
年
は
九
十
五
歳
の
方
か
ら
い
た
だ
い 

た
。
九
十
五
才
の
卒
業
。
今
年
の
賀
状
は
宝
に
し
ま
す
と
御
礼
の
返
事
を
出
し
た
。 

崖
あ
ら
ば
崖
に
佇
ち
た
し
蒼
鷹
（
も
ろ
が
へ
り
） 

孤
舟 

   

 
 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
恥
ず
か
し
な
が
ら
、「
佇
む
」
は
こ
こ
で
は
何
と
読
む
の
か
判
ら
ず
、「
蒼
鷹
」 

と
言
う
語
も
初
勉
強
に
て
、
己
の
浅
学
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
脱
帽
。 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
崖
に
佇
ち
た
し
、
と
思
っ
て
い
る
の
が
鷹
な
の
か
、
作
者
な
の
か
が
分
か
り
に 

く
い
が
、
崖
と
鷹
の
取
り
合
わ
せ
で
、
大
き
な
景
色
に
な
っ
て
い
る
。 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
ま
だ
産
毛
の
残
る
幼
鷹
で
も
眼
光
は
鋭
く
な
っ
て
い
て
、
ど
こ
か
威
厳
が
感
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ら
れ
る
。
崖
に
枝
を
伸
ば
す
松
に
佇
つ
鷹
、
絵
に
な
り
ま
す
ね
。
蒼
鷹
、
学
習 

致
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
獅
童
の
息
子
陽
普
君
初
お
目
見
え
を
祝
い 

 
 
 
 
 

初
芝
居
豆
（
ま
め
）
萬
屋
の
飛
び
六
方  

た
だ
し
げ 

   
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
青
葉
会
初
芝
居
の
句
を
一
つ
採
り
た
く
て
。4

歳
の
獅
童
子
息
の
六
方
健
気
。 

小
萬
屋
よ
り
小
さ
い
「
豆
」
が
ぴ
っ
た
り
。
梨
園
に
育
つ
宿
命
を
思
わ
せ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
豆
が
効
い
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
使
い
方
今
ま
で
に
あ
り
ま
し
た
か
ね
。 

 
 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
こ
の
世
界
で
は
「
小
」
は
使
わ
ず
「
豆
」
又
は
「
ち
び
」
と
掛
声
し
ま
す
。 

大
寒
や
靴
音
響
く
絵
画
展 

 
 
 
 
    

 

啓
子 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
一
年
で
一
番
寒
い
日
、
き
っ
と
人
数
制
限
し
て
い
る
美
術
館
も
靴
音
が
響
く
程 

シ
ー
ン
と
し
て
い
て
余
計
に
寒
さ
を
感
じ
た
事
で
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
静
か
な
館
内
に
響
く
の
は
、
妙
齢
の
ご
婦
人
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
音
で
し
ょ
う
か
。 

 

遺
影
の
妻
ふ
つ
く
ら
笑
顔
ナ
ズ
ナ
咲
く 

 
  

規
雄 

 
 
 

 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
微
笑
ま
し
き
年
輪
！
？
の
寂
し
さ
？ 
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四
点
句 

 

妻
御
機
嫌
倅
一
家
と
年
酒
酌
む 

 
    

 

紀
久
男 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
わ
が
家
の
幸
せ
を
高
ら
か
に
詠
う
の
は
ご
立
派
。
日
本
で
は
中
々
こ
う
い
う 

ア
ッ
ピ
ー
ル
の
仕
方
に
出
会
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
。 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
こ
の
組
み
合
わ
せ
、
酒
も
一
番
美
味
で
し
ょ
う
ね
。 

 
 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
母
親
と
云
う
も
の
は
息
子
に
会
う
の
が
一
番
嬉
し
い
よ
う
だ
。
い
そ
い
そ
と
食 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
様
が
見
え
る
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
親
子
三
代
勢
揃
い
で
の
愉
し
い
正
月
。
さ
ぞ
酒
も
美
味
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。 

妻
ご
機
嫌
が
良
か
っ
た
で
す
な
。 

灯
の
点
り
筬
（
お
さ
）
音
漏
る
る
雁
木
道 

 
 

孤
舟 

 
 

 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
私
の
田
舎
の
津
軽
は
、
昔
商
店
街
は
雁
木
通
路
で
し
た
。
懐
か
し
く
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
雪
国
の
情
景
が
誠
に
綺
麗
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
夜
な
べ
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
雪
の
降
る
街
の
夕
暮
れ
。
灯
は
赤
く
灯
り
ま
だ
機
織
り
を
し
て
い
る
音
が
漏
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
き
ま
す
。
こ
れ
も
日
本
の
北
国
の
原
風
景
。 

割
烹
着
脱
ぎ
つ
つ
歌
留
多
に
母
も
来
し 

 
 
 

恵
洲 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
母
さ
ん
！
は
や
く
、
早
く
と
呼
ぶ
子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
母
さ 

ん
は
お
正
月
も
大
忙
し
。 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
割
烹
着
、
歌
留
多 

日
本
の
お
正
月
の
原
風
景
が
見
え
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
日
本
の
正
月
の
美
し
い
シ
ー
ン
を
見
る
。
句
に
動
き
の
有
る
こ
と
素
晴
ら
し
い
。 

 
 
 

 

乳
母
車
に
犬
乗
す
る
老
女
霜
日
和 

 
    

 

恵
洲 

 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
愛
犬
共
々
歳
重
ね
、
寒
い
日
の
散
歩
の
姿
を
よ
く
見
掛
け
ま
す
。
下
五
が
効
き 

ま
し
た
。 

侘
助
と
日
当
た
り
を
待
つ
庭
の
隅 

 
 
    

雅
夫 

 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
日
当
た
り
を
待
ち
な
が
ら
閑
寂
な
境
地
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
「
侘
助
」
と 

 
 
 
 
 
 
 

い
う
言
葉
を
使
っ
て
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
庭
の
隅
で
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
侘
助
の
様
子
が
可
憐
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
大
阪
時
代
、
椿
が
好
き
で20

種
類
、
侘
助
も3

種
類
植
え
て
い
ま
し
た
の
で
懐 

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。 

退
役
の
移
民
船
に
も
今
日
の
雪 

 
 
 

  
 

 

び
ん 

 
  

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
横
浜
港
に
係
留
の
氷
川
丸
と
推
測
。
か
つ
て
は
華
や
か
に
活
躍
し
た
退
役
船
の

「
老
後
」
に
積
雪
。
シ
ン
パ
シ
ー
を
覚
え
る
。 

新
年
の
風
に
向
か
ひ
て
或
る
決
意 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
新
し
い
年
を
迎
え
て
、
改
め
て
決
意
を
も
っ
て
生
き
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
今
年
の
正
月
は
特
に
風
が
強
か
っ
た
よ
う
で
す
！ 

 
 

三
点
句 

  

セ
ー
タ
ー
脱
ぐ
百
万
ボ
ル
ト
の
静
電
気 

 
  

孤
舟 

 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
い
つ
も
体
験
し
ま
す
。
百
万
ボ
ル
ト
の
表
現
が
旨
い 

千
恵
さ
ん
・
・
・
ち
ょ
っ
と
ビ
リ
っ
と
来
た
く
ら
い
の
静
電
気
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
驚
き
が 

き
っ
と
百
万
ボ
ル
ト
と
大
げ
さ
に
言
わ
せ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

元
朝
や
番
飛
び
来
て
し
ば
し
鳴
く 

 
 
 
 

五
郎
太 

   
   

 
 
 

      

孤
舟
さ
ん
・
・
・
番
の
鳥
が
鳴
き
交
わ
す
。
正
月
に
相
応
し
く
お
め
で
た
い
限
り
。 

常
盤
木
も
白
い
花
咲
く
雪
の
宵 

 
 
 

た
だ
し
げ 

   
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
常
緑
樹
の
松
の
木
が
、
昼
の
間
に
積
も
っ
た
雪
で
真
っ
白
に
。
景
色
が
随
分 
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変
わ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
常
緑
の
常
盤
木
と
雪
の
取
り
合
わ
せ
が
絶
妙
で
す
。 

晩
年
も
余
生
も
わ
が
こ
と
お
で
ん
煮
ゆ 

 
 

恵
洲 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
上
五
、
中
七
と
お
で
ん
が
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
な
に
げ
な
く
他
人
事
で
使
う
言
葉
が
自
分
自
身
の
人
生
の
局
面
の
こ
と
と
喝
破 

 
 
 
 
 
 
 

す
る
重
さ
を
「
お
で
ん
」
で
受
け
流
す
妙
。 

誰
の
も
の
な
ら
ぬ
初
日
の
海
に
あ
り 

 
    

  

び
ん 

  
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
初
日
の
出
を
、
家
族
で
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
り
に
た
く
さ
ん
の 

 
 
 
 
 
 
 

人
が
い
て
拍
手
が
起
き
ま
し
た
。「
誰
の
も
の
な
ら
ぬ
」
は
、「
誰
の
も
の
な
ら 

ん
？
」
と
い
う
疑
問
に
「
皆
の
も
の
」
と
応
じ
る
よ
う
に
受
け
止
め
ま
し
た
。  

新
春
大
歌
舞
伎
「
一
條
大
蔵
譚
・
奥
殿
」 

 

春
に
酔
ふ
平
氏
非
道
と
獅
童
吼
ゆ 

 
 
 
  

び
ん 

  
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
新
春
大
歌
舞
伎
の
獅
童
の
演
技
に
圧
倒
さ
れ
た
。 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
吼
ゆ
」
が
獅
童
ら
し
さ
を
活
写
。
ヒ
ド
ウ
と
シ
ド
ウ
で
韻
を
踏
ん
だ
り
、
獅
子 

が
吠
え
た
り
、
結
構
手
が
込
ん
で
い
ま
す
。 

大
寒
や
小
劇
場
は
門
を
閉
じ 

 
 
 
       

正
明 

 
 
 

 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
昔
は
こ
ん
な
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
！
！ 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
閉
じ
ら
れ
た
門
。
大
寒
の
寒
さ
が
一
段
と
増
す
。
音
響
機 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

器
に
頼
っ
た
鑑
賞
は
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
本
物
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
本 

物
を
鑑
賞
す
る
機
会
が
め
っ
き
り
減
っ
た
。 

 
 
 
 

元
旦
や
花
芽
ゆ
る
り
と
膨
ら
め
る 

 
  

    

啓
子 

   
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
お
お
ら
か
で
穏
や
か
な
今
年
の
元
旦
ら
し
い
雰
囲
気
が
出
て
い
る
よ
う
に
思
う
。 

特
に
「
ゆ
る
り
と
膨
ら
む
」
の
表
現
を
買
う
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
花
芽
へ
の
フ
ォ
ー
カ
ス
。
独
特
の
視
点
で
面
白
い
。
「
ゆ
る
り
と
」
「
膨
ら
め
り
」 

の
表
現
が
気
に
な
る
。「
知
ら
ぬ
間
に
花
芽
膨
ら
む
お
元
日
」
で
は
。 

亡
妻
の
愛
称
敦
ち
ゃ
ん
茶
花
咲
く 

 
 
    

規
雄 
 
 
 

び
ん
さ
ん
・
・
・
季
語
？
敦
ち
ゃ
ん
の
茶
花
は
年
中
季
語
と
な
る
っ
て
？ 

な
ん
と
も
愛
お
し
い
句 

で
す
ね
。 

 

二
点
句 

 

初
荷
来
る
天
下
の
美
禄
勢
揃
ひ 

 
 
    

 

紀
久
男 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
会
津
・
新
潟
・
伊
丹
・
広
島
） 

 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
上
戸
に
と
っ
て
は
羨
ま
し
い
限
り
。 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
会
津
、
新
潟
、
伊
丹
・
広
島
の
銘
酒
が
揃
ひ
ご
機
嫌
の
作
者
の
顔
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。 

た
だ
の
風
邪
防
護
服
着
た
医
師
が
診
る 

  
 

忠
彦 

 
 

 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
防
護
服
来
た
も
の
も
の
し
さ
と
、
た
だ
の
風
邪
が
面
白
い
。 

 
 
 
 
 

小
粒
に
て
果
汁
た
っ
ぷ
り
庭
の
柚
子 

 
   

  

千
恵             

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
小
さ
く
て
も
果
汁
が
た
っ
ぷ
り
の
柚
子
、
育
て
て
楽
し
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 

   

キ
シ
キ
シ
と
初
雪
踏
み
て
家
路
か
な 

 
 
 

千
恵 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
キ
シ
キ
シ
で
本
当
に
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
ね
。 

ひ
と
破
り
俳
句
日
め
く
り
朝
寒
し 

 
 
 
  

千
恵 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
日
め
く
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ひ
と
破
り
し
て
新
年
。
そ
の
よ
う
な
風
景
を
想 
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像
し
ま
し
た
。 

ひ
た
む
き
な
駅
伝
み
つ
つ
寝
正
月 

 
 
 

け
い
子 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
箱
根
駅
伝
を
見
な
が
ら
の
正
月
、
の
ん
び
り
と
し
て
楽
し
そ
う
な
気
分
が
よ 

く
分
る
。 

 
 
 
 
 

初
場
所
や
大
関
昇
進
皆
笑
顔 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
特
に
信
州
出
身
は
例
外
な
さ
そ
う
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
取
り
こ
ぼ
し
の
多
か
っ
た
御
嶽
海
が
見
違
え
る
よ
う
な
安
定
感
で
大
関
昇
進
決 

め
た
。
信
州
で
は
雷
電
以
来
と
マ
ス
コ
ミ
は
囃
す
。
万
里
子
先
生
の
ご
実
家
は 

木
曽
御
岳
の
信
州
側
登
り
口
で
御
嶽
海
は
そ
の
隣
町
出
身
で
す
。
伊
那
吟
行
の 

折
、
先
生
の
ご
実
家
に
泊
ま
り
眞
希
子
さ
ん
が
薪
で
風
呂
を
立
て
て
下
さ
り 

小
川
さ
ん
や
南
平
さ
ん
が
使
わ
せ
て
貰
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
天
牛
さ 

ん
は
朝
飯
前
に‶

た
も
〟
を
持
っ
て
ひ
と
仕
事
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

三
月
の
大
阪
場
所
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

翔
平
の
ポ
ス
タ
ー
壁
に
年
明
く
る 

 
 
 
  

び
ん 

   
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
日
本
が
誇
る
不
世
出
の
大
リ
ー
ガ
ー
。
翔
平
君
、
今
年
も
二
刀
流
応
援
す
る 

よ
。
野
球
漫
画
と
言
え
ば
故
水
島
新
司
。
発
想
が
凄
い
！
数
多
く
の
夢
の 

ス
タ
ー
が
実
現
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
翔
平
が
き
い
て
い
る
。
誰
も
何
も
云
え
な
い
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

親
子
孫
が
や
が
や
が
や
と
新
年
会 

 
 
 
 

天
牛 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
中
七
の
措
辞
が
面
白
い
。 

 

一
点 

 
 

太
公
望
鯨
釣
っ
た
と
大
法
螺
を 

 
 
 

   

孤
舟 

 
 

  

五
郎
太
さ
ん
・
・
正
月
の
夢
、
人
を
食
っ
て
い
て
面
白
い
。 

餅
花
を
俵
に
か
ざ
り
祝
う
暮 

 
 
   

た
だ
し
げ 

 
   

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
明
け
て
飾
る
餅
花
を
暮
に
飾
り
祝
う
。
暮
か
ら
華
や
か
な
気
分
に
浸
り
た
い
気 

持
ち
が
表
れ
て
い
い
。 

三
人
で
牛
肉
つ
つ
く
二
日
か
な 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

紀
久
男
・
・
・
・
倅
（
中
年
）
含
め
若
い
人
は
お
せ
ち
は
元
日
だ
け
で
、
ス
キ
ヤ
キ
や
焼
き
肉
を

好
み
ま
す
。 

  
 
 

 
 

 
 

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

青
葉
会
予
定 

令
和
四
年
二
月
二
十
四
日
（
木
） 

正
午
～
十
五
時 

 
 

於
：
赤
坂
飯
店
竹
橋
店 

個
室  

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
締
め
切
り
：
二
月
二
十
二
日
（
火
）
中
。 

参
加
の
可
否
、
ご
投
句
の
ご
連
絡
は
：
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル 

（keiko-reve@c07.itscom.net

）
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

郵
便
は
三
日
か
か
り
ま
す
（
土
日
の
配
達
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

 

 
 
 
 
 
 
      

     
 

     
 

     
 

     
 

     

青
葉
会
報 

一
、 

令
和
四
年
正
月
五
日
（
水
） 

吉
例
初
芝
居
総
見
（
歌
舞
伎
座
第
一
部
）
十
一
時
～
十
三
時
半 

mailto:keiko-reve@c07.itscom.net
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例
年
会
員
以
外
に
芝
居
好
き
を
含
め12

名
程
度
の
ご
参
加
で
し
た
が
、
今
年
は
ゆ
た
か
さ
ん
ご
夫
妻
を
入
れ

て 9

名
で
し
た
。
は
ね
て
か
ら
銀
座
ラ
イ
オ
ン
で
祝
杯
。
獅
子
舞
は
仕
舞
う
と
こ
ろ
で
し
た
が
松
の
内
の
正

月
気
分
は
味
わ
う
こ
と
が
出
来
、
皆
さ
ま
ご
満
足
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

二
、1

月2
7

日
（
木
） 

初
句
会
、
十
三
時
～
十
六
時
半 

三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど
会
議
室 

 

会
員
で
都
心
に
近
い
世
田
谷
区
民
の
千
恵
さ
ん
に
会
場
を
お
願
い
し
、
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
分
庁
舎5

階 

会
議
室
に
て
開
催
。
小
生
持
参
の
、
眞
希
子
さ
ん
か
ら
の
下
関
純
米
大
吟
醸
「
海
響
」
と
缶
ビ
ー
ル
、
眞
希

子
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
小
倉
銘
菓
「
ぎ
を
ん
太
鼓
」
等
と
啓
子
さ
ん
持
参
の
市
田
柿
、
恵
洲
さ
ん
寄
贈

の
焼
き
チ
ー
ズ
菓
子
（
柿
の
木
坂 

キ
ャ
ト
ル
）
を
賞
味
し
な
が
ら
の
句
会
で
し
た
。 

回
覧
は
、
①
眞
希
子
さ
ん
か
ら
の
小
生
宛
お
手
紙 

（
古
稀
を
機
に
青
葉
会
退
会
） 

 
 
 
 

②
眞
希
子
さ
ん
か
ら
の
星
田
さ
ん
宛
お
手
紙
（
関
係
者
に
世
話
に
な
っ
た
お
礼
、
退
会
の
件
） 

 
 
 
 

③
眞
希
子
さ
ん
か
ら
の
小
生
宛
手
紙
のFA

X

を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
天
牛
さ
ん
の
感
想
コ
メ
ン
ト 

のFA
X

（
眞
希
子
さ
ん
の
趣
旨
了
解
。
川
合
万
里
子
先
生
の
痕
跡
、
繋
が
り
を
残
し
て
お
く
べ 

き
。
あ
の
よ
う
な
立
派
な
方
と
縁
を
切
る
の
は
勿
体
な
い
と
思
う
。
翻
っ
て
天
牛
さ
ん
ご
自
身 

は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
「
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
」
の
研
究
を
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
） 

 
 

句
会
は
い
つ
も
の
五
郎
太
さ
ん
の
披
講
で
ご
覧
の
よ
う
に
堂
哉
さ
ん
、
昇
さ
ん
、
天
牛
さ
ん
が
高
得
点
で
し 

た
。
句
会
終
了
後
三
茶
駅
前
と
い
う
場
所
柄
、
男
性
三
人
で
、
焼
き
鳥
、
焼
き
肉
、
居
酒
屋
な
ど
小
さ
な
店 

の
並
ぶ
路
地
の
一
軒
で
二
次
会
を
や
り
ま
し
た
。 

 

二
、 

関
係
者
近
詠 

露
草
や
秘
密
で
な
く
て
言
は
ぬ
だ
け 

 
 

眞
希
子 

 
 
 

風
邪
気
味
を
押
し
て
廚
に
立
つ
朝 

 
 
 

陽
亮 

老
後
に
て
継
続
挑
戦
新
生
姜 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

「
歎
異
抄
」
膝
に
舟
漕
ぐ
日
向
ぼ
こ 

 
 
 

仝 

コ
ロ
ナ
禍
の
立
冬
讃
美
歌
一
番
の
み 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

あ
る
だ
け
の
布
団
干
し
た
く
な
る
日
和 

 
 

仝 

な
ぜ
い
じ
め
す
る
か
を
問
ふ
て
虎
落
笛        

 
 

仝              

冬
耕
や
ガ
ラ
ス
の
腰
を
庇
ひ
つ
つ 

 
 
 
 

仝 

が
ま
ず
み
や
歯
科
へ
眼
科
へ
通
ふ
坂 

 
 
 

 

弘
子 

 
 

   

青
白
く
燃
ゆ
る
自
分
史
焚
火
中 

 
 
 
 
 

仝 

秋
灯
や
「
萬
緑
」
に
反
る
捲
り
癖 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

秋
芝
居
テ
レ
ビ
に
掛
声
決
め
て
を
り 

 
紀
久
男 

ピ
ス
ト
ル
の
や
う
な
検
温
冬
に
入
る 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

章
太
郎
追
悼
公
演 

馬
鈴
薯
の
ざ
っ
く
り
と
芽
を
抉
ら
る
る 

 
 
 

仝 
 
 
 

懐
か
し
や
新
派
女
形
の
爽
や
か
に 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
二
月
号
（
横
澤
放
川
選
） 

雲
上
の
友
の
笑
顔
を
初
夢
に 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

初
夢
や
宿
痾
突
然
消
え
失
せ
り 

 
 
 
 

健
介 

昇
り
来
る
力
士
の
矜
持
四
方
拝 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

初
夢
や
釣
り
損
ね
た
る
大
ま
ぐ
ろ 

 
 
 
 

仝 

一
病
の
即
か
ず
離
れ
ず
新
日
記 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

初
夢
に
昇
天
の
友
次
々
と 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

長
寿
酒
を
子
と
酌
み
交
わ
す
お
元
日 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

呆
け
封
じ
昇
る
初
日
に
祈
り
を
り 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

籠
り
居
に
妻
の
逸
品
寒
鮃 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
一
月 

一
水
の
枯
野
を
分
か
ち
煌
め
け
る 

 
 
 
 

允
章 

 
 
 

千
両
や
一
夜
の
雨
に
紅
の
濃
く 

 
 

秋
元 

宏 

枝
移
り
す
る
た
び
落
と
す
枯
葉
か
な 

 
 
 
 

仝 

立
春
の
鳥
影
繁
き
窓
辺
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 

四
、
孤
舟
選
者
近
詠 

 
 

 

網
の
上
の
錯
乱
気
味
の
鮑
か
な 

 
 
 
 

竹
輪
浮
き
玉
子
の
沈
む
お
で
ん
鍋 
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む
さ
さ
び
の
翔
び
常
闇
の
懐
に 

 
 
 
 

か
ら
つ
風
シ
ャ
ー
プ
・
フ
ラ
ッ
ト
入
り
乱
る 

 
 
 
 

千
枚
田
千
の
雪
間
と
な
り
に
け
り 

 
 
 

 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
爽
樹
」
二
月
号 

 

五
、
川
合
絹
漱
先
生
の
遺
句
（
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
） 

「
萬
緑
合
同
句
集 
２
」 

中
村
草
田
男 

編
集
兼
発
行 

（
昭
和5

0

年3

月1

日
発
行 

￥
３
０
０
０
） 

 
 
 

古
城
に
永
遠
に
冷
た
き
貌
や
古
酒
を
飲
む 

 
 
 
 
 

秋
風
騒
ぎ
ラ
イ
ン
の
面
（
も
）
物
の
影
成
さ
ず 

 
 
 

燭
は
秋
望
郷
旅
愁
異
な
れ
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

や
や
赤
き
ド
イ
ツ
の
土
を
秋
の
靴 

 
 
 

産
院
秋
灯
聖
母
も
母
も
豊
か
な
胸 

 
 
 
 
 
 
 
 

ポ
プ
ラ
の
実
ゲ
ル
マ
ン
の
娘
ら
と
市
電
待
つ 

 
 
 

父
の
魂
と
着
陸
う
す
や
か
な
月
の
下 

 
 
 
 
 
 
 

赤
ん
坊
の
真
青
な
眼
に
落
葉
し
て 

 
 
 

枯
葉
道
妻
を
想
へ
ば
口
乾
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

釣
師
も
土
工
も
身
支
度
固
し
暁
落
葉 

 
 
 

黄
金
落
葉
墓
の
貴
賤
を
埋
め
つ
つ
あ
り 

 
 
 
 
 
 

中
世
め
く
一
黒
雲
来
て
山
な
き
秋 

 
 
 

ジ
プ
シ
ー
乱
舞
有
色
人
種
の
業
冴
え
つ 

 
 
 
 
 
 

戦
場
古
り
ぬ
今
奥
知
れ
ぬ
霧
の
牧
場
（
ま
き
） 

 
 
 

朝
路
夕
路
も
定
ま
り
た
る
よ
冬
の
雨 

 
 
 
 
 
 
 

ぬ
く
き
秋
と
や
室
借
り
し
日
に
蜂
訪
ひ
ぬ 

 
 
 

時
雨
を
来
ぬ
病
い
え
て
の
眞
赤
な
帽 

 
 
 
 
 
 
 

秋
夕
日
買
ひ
た
る
靴
を
磨
く
獨
り 

 
 
 

上
り
船
の
ラ
ジ
オ
は
喜
劇
末
枯
野 

 
 
 
 
 
 
 
 

ソ
プ
ラ
ノ
は
美
し
き
少
年
ゆ
買
ふ
葡
萄
か
な 

  
 
 
 
 
 
 
 

※
次
号
に
て
、
万
里
子
先
生
、
眞
希
子
さ
ん
の
句
を
ご
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 
 
 
 

令
和
四
年
二
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


